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は，既にベルンへ家庭教師として赴く準備のためにチュービンゲンを離れていた ｡｢ 神学寮 ｣ で


























































































ながら，その ｢ 神の国 ｣ という言葉を，新しく生まれるイエスの生そのものの理念を託したもの



























































































部会の名称を「国民議会 ｣ とすることを決議した ｡ 平民出身の司祭が多数を占める第一身分がこ
れに同調したために，国王は，第二身分の支えを頼りにして，第三身分の集会場を閉鎖したが，

























「人権宣言」を採択する．明けて一七九〇年になると，三月に ｢ 封建制度の買い戻し宣言 ｣，五










差異 distinctions sociales は，共同の利益にもとづくものに限られる．
第二条　あらゆる政治的団結の目的は，人の自然で不滅な諸権利 droits naturels et inpre-
scriptibles を保全することである．これらの権利は，自由 liberté，所有 proprieté，安全
sureté および圧制への抵抗 resistance à l'oppression である．
第三条　あらゆる主権の原理は，本質的に国民 la nation に存する．いずれの団体 corps，
いずれの個人も，国民から明示的に発するものではない権威を行使し得ない．
















































































































書のなかの ｢ パオロのいくつかの書簡」といったこれまでの仕事のように，｢ 古代の埃のなかに
誰が埋もれていたいものか」，と振り返って，今では ｢ 自分の時代 ｣ の ｢ 哲学のうちで動いてい
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であって，｢ 物」としての自然的な原因の探求には有
効であっても，神のような ｢ 超越 ｣ 的な存在に関わる思弁的な判断には，無効である．こうして
「先験的神学」は，カントの批判哲学においては，｢ 理性」の自然的な利用に関わる限り，存立
する根拠を断たれてしまったのである．こう述べてきたあとでカントは，｢ 理性」の道徳的な利




























カントの線にそって「啓次」問題の ｢ 自我 ｣ 論的な徹底を目指したのだが，それがあくまでも ｢







































































ての「自我 ｣ が，｢ 無条件的なもの」とされていることからただちに明らかになるように，先の





が，まだそれには前提が欠けている ｣ として，カントに始まったドイツの ｢ 哲学革命」を補完
し，継続する意志を高らかに宣言しながら，「フィヒテ
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